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ネー取扱店で電子マネーを購入すれば、携帯電話のテキストメッセージを使って、簡単に送金することができます。この技術によって、出稼ぎに行っている家族からの送金にかかる時間もコストも大幅に削減され、離れた場所に暮らす家族の間でのリスク対処が簡単 行え ようになりました。 た、マイクロクレジット機関のなかには、毎週のグループミーティングで返済を行うという従来の方法から、モバイルバンキング返済を行う方法へとシフトしているところもあります。借り手は、毎週の返済日に、
開発経済
も っ と や さ し い































の情報にアクセスするだけでなく、途上国の人々に先進国の情報へアクセスする手段も提供してきました。たとえばテレビは、先進国 情報や都市の情報 途上国農村の人々に 広め、 科学技術やビジネスの情報 ・知識だけでなく、文化や考え方にも影響を与えています。家にいることが多い女性は、テレビドラマを通じて 都市 海外 ライフスタイルに接触 る機会が多くなります。インドの家族単位のデータを使った最近研究では、ドラマや先進国の番組 視聴できるケーブル や衛星放送の普及によ
り、女性の家庭内での地位の向上、男の子をほしがる傾向の低下、出生率の低下、就学率の向上がもたらされたことが明らかになりました。長年問題視されていたインド農村での女性差別の風習も、テレビが大きく変えてし うかもしれません。インドのタミルナドゥ州の政府は、七五〇万家計に無料でカラーテレビ 配って、二〇一一年までに全ての家計がテレビを持つようになることを目指しています。
情報技術革命により、途上国の貧困層の
生活も大きく変わってきました。アメリカの医師が診察中の会話を録音してインドに送り、インドの会社がそれを テにタイプしてアメリカに送り返す、というビジネスによってインドで 雇用 増えたり、農村の医師不足を解決するために
Skype
で
都市の病院とつないで遠隔診療したり、病状を入力すれば必要な処置法が出てくる携帯電話用ソフトが開発されたりと、こ で紹介した以外にも、途上国 人々の暮らしに結びついた新しい情報技術がたくさんあります。貧困削減にインパクトがあるにかかわらずまだ利用されていない情報技術もたくさんあるはずです。それを見 けられれば、あなたも貧困削減に資 る企業家として新 なビジネスモデル 作ることができるかもしれません。
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